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● 松本広域連合議会報告

● 介護認定審査及び障害程度区分認定審査判定状況

● 信州まつもと空港

● 市村情報

● ふるさとの魅力再発見 Vol.17

● 松本広域消防局からのお知らせ
〒390-1401  松本市波田4417番地1　松本市役所波田支所4階

TEL.0263-87-5460（総務課）0263-87-5461（福祉・地域課）
FAX.0263-87-5462

E-mail info@m-kouiki.or.jp
URL http://www.m-kouiki.or.jp

松本広域連合関係市村／松本市・塩尻市・安曇野市・麻績村・生坂村・山形村・朝日村・筑北村

174,341
433,968

212,580 221,388

世帯数（世帯） 人口総数（人）

男（人） 女（人）

松本広域連合管内 平成26.1.1現在
春薫る拾ヶ堰（じっかせぎ）と常念岳　（安曇野市）
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平
成
26
年
松
本
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例

会
が
、
去
る
２
月
14
日
に
松
本
広
域
連
合
議

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
菅
谷
広
域
連
合
長
か

ら
議
案
８
件
が
上
程
さ
れ
、
常
任
委
員
会
審

査
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

広 域 活 動
事

業
費

予算総額
４,231,370

（千円）

予算総額
20,37０
（千円）

分担金及び負担金
3,944,330千円（93.2％）

財産収入
１1,450千円
（56.2％）

広域的観光事業
12,280千円
（60.3％）

消防費
3,797,400千円（89.7％）

繰越金
8,920千円
（43.8％）

広域活動事務費
390千円
（1.9％）

議会費
3,23０千円
（０．１％）

予備費
26,920千円（０.６％）

総務費
74,260千円
（1.8％）

公債費
214,620千円（5．1％）

民生費
114,940千円
（２.7％）

使用料及び手数料
4,680千円（０．１％）

予備費
4,620千円
（22.7％）

広域的地場産業
振興事業
2,330千円（11.4％）

広域的文化事業
750千円（3.7％）

財産収入
3,050千円（0.1％）

諸収入
45,160千円（１．1％）

繰越金
234,150千円（5.5％）

歳入

歳出

歳入

歳出

●
平
成
26
年
度
松
本
広
域
連
合

　

当
初
予
算
の
概
要

◎
平
成
26
年
２
月
定
例
会

◎
平
成
25
年
11
月
定
例
会

一般会計当初予算松本地域
ふるさと基金事業
特別会計当初予算

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
広
域
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

●
議
案
第
２
号

　

松
本
広
域
連
合
消
防
長
及
び
消
防
署
長
の
資

格
を
定
め
る
条
例

●
議
案
第
３
号

　

松
本
広
域
連
合
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
並
び
に

旅
費
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
及
び
松
本
広
域
連

合
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
委
員
の
定
数
等

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
議
案
第
４
号

　

松
本
広
域
連
合
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●
議
案
第
５
号

　

松
本
広
域
連
合
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
議
案
第
６
号

　

平
成
25
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

●
議
案
第
７
号

　

平
成
26
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算

●
議
案
第
８
号

　

平
成
26
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域
ふ
る

さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

　

平
成
25
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

●
議
案
第
２
号

　

平
成
25
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域
ふ
る

さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

●
議
案
第
３
号

　

平
成
24
年
度
松
本
広
域
連
合
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
４
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
災
害
対
応
特
殊
救

急
自
動
車
）

●
議
案
第
５
号

　

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

●
議
案
第
６
号

　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

●
報
第
１
号

　

平
成
25
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

平
成
26
年
松
本
広
域
連
合
議
会

２
月
定
例
会

　　

平
成
25
年
松
本
広
域
連
合
議
会
11
月
定
例

会
が
、
昨
年
11
月
７
日
に
松
本
広
域
連
合
議

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
菅
谷
広
域
連
合
長
か

ら
議
案
６
件
が
上
程
さ
れ
、
常
任
委
員
会
審

査
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
、
認
定
、
同
意
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
25
年
松
本
広
域
連
合
議
会

11
月
定
例
会



松
本
広
域
連
合
で
は
、関
係
市
村
か
ら
の
依
頼
を

受
け
、介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
程
度
区
分
認
定

審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
審
査

判
定
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
及
び

障
害
程
度
区
分
認
定
審
査

�

判
定
状
況
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審査判定件数
計14,743件

要支援1
2,084件
（14.1%)

要支援2
2,906件
（19.7%)

要介護2
2,359件
（16.0%)

要介護1
2,228件
（15.1%)

要介護3
1,877件
（12.7%)

要介護4
1,649件
（11.2%)

要介護5
1,598件
（10.9%)

非該当
42件

（0.3%)

審査判定件数
計554件

区分1
81件

（14.6%)

区分3
68件

（12.3%)

区分2
134件

（24.2%)
区分4
67件

（12.1%)

区分5
90件

（16.2%)

区分6
113件

（20.4%)

非該当
1件

（0.2%)

●障害程度区分認定審査

◆ 

適
正
で
迅
速
な
判
定
事
務
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

広
域
連
合
で
は
、適
正
な
要
介
護
認
定
事
務
の
実
施
に
向
け
、関
係
市
村
担
当
課
長
及
び
担
当
者
会

議
、介
護
認
定
調
査
員
研
修
会
、介
護
認
定
調
査
員
連
絡
会
を
開
催
し
、関
係
市
村
と
連
携
を
密
に
し
て
、

今
後
も
公
平
・
公
正
か
つ
適
正
な
審
査
会
の
運
営
と
と
も
に
、円
滑
な
事
務
処
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、末
期
が
ん
患
者
等
の
方
の
迅
速
な
審
査
判
定
を
図
る
た
め
、医
師
会
と
市
村
と
も
連
携
し
、早
目

の
審
査
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

◆ 
障
害
支
援
区
分
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
者
総
合
支
援
法（
略
称
）の
改
正
に
よ
り
、障
害
程
度
区
分
が
障
害
支
援
区
分
に
改
め
ら
れ
、平
成

26
年
度
か
ら
施
行
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、知
的
障
害
や
精
神
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
障
害
支
援
区
分
と
す
る
た
め
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

判
定
式
の
抜
本
的
な
見
直
し
、調
査
項
目
の
追
加
及
び
削
除
、調
査
項
目
の
選
択
肢
や
調
査
方
法
等
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
、
昨
年
同
期
と
比
較
し
ま
す
と
、
１
７
２
件
減
の
１
万
４
千
７
百
件

余
あ
り
、
全
体
の
認
定
審
査
件
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

障
害
程
度
区
分
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
、
昨
年
同
期
と
比
較
し
ま
す
と
、
78
件
減
の
５
５
０
件
余

で
あ
り
、
全
体
の
認
定
審
査
件
数
は
、
３
年
毎
の
更
新
年
の
翌
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
減
少
し
て
い
ま

す
。

※	上記の表は、通常審査の件数と構成比を示したものです。

●介護認定審査

歳入合計
27,020
（千円）

諸収入
147千円
（0.54％）

財産収入
15,556千円
（57.57％）

ふるさと基金事業費
13,720千円
（１００％）

繰越金
11,317千円
（41.89％）

歳出合計
４,273,346

（千円）

消防費
3,939,609千円
（９2.19％）

使用料及び手数料
　5,720千円（０.12％）

県支出金
857千円（０.02％）
財産収入
7,590千円（０.15％）
繰越金
202,441千円（4.13％）

繰入金
56,150千円（1.15％）

諸収入
86,985千円（１.77％）
広域連合債
442,000千円（9.02％）

公債費
115,980千円
（2.71％）

議会費
4,482千円
（０.11％）
総務費
101,775千円
（2.38％）
民生費
111,500千円
（２.61％）

分担金及び負担金
４,098,681千円
（83.64％）

歳入合計
４,900,424

（千円）

歳出合計
１3,720
（千円）

松本地域
ふるさと基金事業
特別会計

一般会計

　

平
成
24
年
度
の
松
本
広
域
連
合
一般
会
計
の

決
算
は
、歳
入
が
49
億
42
万
３
，９
６
９
円（
前
年

度
対
比
８
・
99
％
増
）、歳
出
が
42
億
７
，

３
３
４
万
６
，１
０
６
円（
前
年
度
対
比
０・48
％

減
）で
、歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収

支
は
６
億
２
，７
０
７
万
７
，８
６
３
円
、翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
４
億
４
，２
０
０
万
円
を
控

除
し
た
実
質
収
支
は
１
億
８
，５
０
７
万
７
，

８
６
３
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、関
係
市
村
か
ら
の
負
担

金
の「
分
担
金
及
び
負
担
金
」が
40
億
９
，

８
６
８
万
１
，３
９
７
円
で
、全
体
の
83・64
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、「
消
防
費
」が
39
億
３
，９
６
０
万
８
，

４
９
２
円
で
、全
体
の
92・19
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、国
庫
補
助
事
業
と
し
て
採

択
さ
れ
た
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
整
備

事
業
及
び
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
総
合
整

備
事
業
を
実
施
し
、両
事
業
は
、平
成
25
年
度
に

繰
り
越
し
て
完
了
予
定
で
す
。

　

ま
た
、消
防
車
両
に
つい
て
は
、新
規
購
入
し
た

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
を
梓
川
消
防
署
に
、救

助
工
作
車
１
台
を
渚
消
防
署
に
、高
規
格
救
急

自
動
車
を
塩
尻
消
防
署
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し
ま

し
た
。

　

な
お
、松
本
地
域
ふ
る
さ
と
基
金
事
業
特
別
会

計
の
決
算
は
、歳
入
が
２
，７
０
２
万
18
円（
前
年

度
対
比
15・18
％
増
）、歳
出
が
１
，３
７
２
万
28
円

（
前
年
度
対
比
13・00
％
増
）で
、歳
入
か
ら
歳
出

を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
、１
，３
２
９
万
９
，

９
９
０
円
、実
質
収
支
も
同
額
と
なって
い
ま
す
。

●
平
成
24
年
度
松
本
広
域
連
合

　

歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
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■運航ダイヤ
【平成26年3月30日㈰～平成26年10月25日㈯】

路 線 出　　発

松本発 12：30

札幌発 14：30

松本発 16：30

福岡発 10：20

札幌着 14：00

松本着 16：05

福岡着 18：10

松本着 11：50

到　　着

札
幌
線

福
岡
線

信
州
ま
つ
も
と
空
港

３
月
30
日
か
ら
運
航
ダ
イ
ヤ
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

信
州
ま
つ
も
と
空
港
ま
で
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
の
場
合
は
、
松
本
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
前
）
か
ら
エ
ア
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

ま
た
は
路
線
バ
ス
「
空
港
・
朝
日
線
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
信
州
ま
つ
も
と
空
港
を
ビ
ジ
ネ

ス
、
観
光
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

●
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
７
０

－
５
５

－

０
４
８
９

※
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
は
、

F
A
X
：
０
５
４

－

３
５
４

－

５
５
７
９

●
長
野
県
企
画
部
交
通
政
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
６

－

２
３
５

－

７
０
１
５

F
A
X
：
０
２
６

－

２
３
５

－

７
３
９
６

　

松
本
市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
受
動
喫
煙

防
止
対
策
「
タ
バ
コ
と
向
き
合
う
松
本
ス
タ
イ

ル
～
あ
た
り
前
の
禁
煙
へ
～
」
と
し
て
、
禁
煙

に
向
け
た
周
知
・
啓
発
、
受
動
喫
煙
の
防
止
、

た
ば
こ
の
害
に
関
す
る
教
育
、
禁
煙
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
平
成
25
年

12
月
１
日
か
ら
多
く
の
市
民
や
観
光
客
が
利
用

す
る
松
本
駅
お
城
口
広
場
を
、
受
動
喫
煙
防
止

モ
デ
ル
「
さ
わ
や
か
空
気
思
い
や
り
エ
リ
ア
」

に
設
定
し
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
松
本
の
空
気
を
守
る
た
め
、
エ

リ
ア
内
で
の
「
禁
煙
」
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

松
本
市　

健
康
福
祉
部　

健
康
づ
く
り
課

　

電
話
０
２
６
３

−

34

−

３
２
１
７

市
村
情
報

松
本
駅
お
城
口
広
場
は
「
さ
わ
や
か
空
気
思
い
や
り
エ
リ
ア
」
に
な
り
ま
し
た
。
（
松
本
市
）

　平成25年12月１日から、松本駅お城口広場は「さわやか空気思いやりエリア」に
なりました。
　さわやかな松本の空気を守るため「禁煙」にご協力ください。

さわやか空気思いやりエリア
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「
拾
ヶ
堰
（
じ
っ
か
せ
ぎ
）
」

Vol.17

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

春
、
蒼
く
雄
大
な
残
雪
の
北
ア
ル
プ
ス

を
背
に
美
し
い
田
園
風
景
が
広
が
る
安
曇

野
。
こ
の
安
曇
野
な
ら
で
は
の
美
観
が
つ

く
り
出
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
拾
ヶ
堰
開
削

に
携
わ
っ
た
先
人
た
ち
の
尽
力
が
あ
り
ま

し
た
。

安
曇
野
は
、
北
ア
ル
プ
ス
か
ら
流
れ
出

る
い
く
つ
か
の
川
が
土
を
堆
積
し
て
出
来

上
が
っ
た
複
合
扇
状
地
で
す
。
堆
積
し
た

土
が
粒
の
大
き
い
砂
礫
で
あ
り
、
川
の
水

や
降
っ
た
雨
が
地
中
に
浸
透
し
て
し
ま
う

た
め
乾
燥
し
て
痩
せ
た
土
壌
と
な
り
、
本

来
農
業
に
は
不
向
き
な
地
形
で
し
た
。

こ
の
不
利
を
大
き
く
変
え
た
の
が
、
江

戸
時
代
後
期
１
８
１
６
年
の
拾
ケ
堰
の
開

削
で
し
た
。
北
ア
ル
プ
ス
か
ら
流
れ
る
川
で
は

な
く
、
東
を
流
れ
る
奈
良
井
川
か
ら
取
水
し
、

安
曇
野
市
の
中
央
部
を
全
長
15
㎞
の
横
堰
で
貫

き
、
田
畑
に
水
を
引
い
た
の
で
す
。

拾
ヶ
堰
は
、
県
下
有
数
の
米
ど
こ
ろ
で
あ
る

安
曇
野
を
形
成
し
、
水
と
緑
の
豊
か
な
田
園
と

そ
の
文
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

四
季
折
々
の
季
節
が
楽
し
め
る
拾
ヶ
堰
に
沿

う
よ
う
に
、
県
道
『
あ
づ
み
野
や
ま
び
こ
自
転

車
道
』
が
走
っ
て
い
ま
す
。
『
あ
づ
み
野
や
ま

び
こ
自
転
車
道
』
は
、
安
曇
野
市
北
穂
高
を
起

点
と
し
、
松
本
市
を
経
由
し
て
塩
尻
市
本
山
宿

が
終
点
の
自
転
車
道
で
す
。

現
在
、
全
体
計
画
40
・
６
㎞
の
約
52
％
で
あ

る
21
・
２
㎞
が
開
通
し
て
い
ま
す
が
、
安
曇
野

市
内
は
13
・
９
㎞
の
ほ
ぼ
全
線
が
開
通
し
て
お

り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
も
ち
ろ
ん
、
マ
ラ
ソ
ン

や
散
歩
を
す
る
人
々
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ピ
ン
ク
の
桜
が
咲
き
誇
る
春
、
風
の
薫
り
と

緑
が
鮮
や
か
な
夏
、
木
々
が
紅
く
色
づ
く
秋
、

そ
し
て
冬
の
凍
て
つ
く
大
地
と
北
ア
ル
プ
ス
の

白
い
輝
き
。
安
曇
野
の
四
季
を
象
徴
す
る
風
景

が
こ
こ
拾
ヶ
堰
に
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

安
曇
野
市
商
工
観
光
部　

観
光
課

�
：
０
２
６
３
‐
82
‐
３
１
３
１



表示制度がはじまります！

住宅用火災警報器のアンケートにご協力ください。
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　松本広域消防局では、丸の内消防署庄内出張所に新たに救急車１台を増強配置し、救急出場頻度
が特に高い松本市中心部の救急体制を強化します。
　これにより、救急車の到着時間が短縮されるほか、隣接の消防署間において出動要請が重複した
場合の対応も円滑になり、救命率向上につながることが期待されます。
　なお、救急業務の開始に伴い、庄内出張所の管轄（受持ち）区域の見直しを行いますが、火災な
どの災害に対する出場体制に変更はありません。

　　　　新表示マーク制度がはじまります。
　平成26年４月１日から再構築された表示制度が復活
します。
　申請に基づき、消防法令等の防火基準に適合している
証として右図の適マークを交付します。
　対象は３階以上のホテル、旅館等です！
　詳細はお近くの消防署までお尋ねください。

　　　　消防局では、住宅用火災警報器のアンケートを行っています。
　お手元に届いていましたら、アンケートにご協力くださるようお願い致します。

表示マーク（銀） 表示マーク（金）
※イメージ図

◇管轄（受持ち）区域の見直し
　「松本市深志地区（１丁目～３丁目）」は、平成26年４月１日以降、丸の内
消防署の所管となります。
　防災訓練や消防法令に基づく各種届出等の窓口も庄内出張所から変更に
なりますので、ご理解とご協力をお願いします。

平成26年４月１日（火）午後６時から

丸の内消防署庄内出張所で救急業務を開始します。

【お問い合わせ】　松本広域消防局総務課　TEL 0263-25-1399

松本広域消防局 松本広域消防局



平成25年救急出場状況
　松本広域消防局管内における、平成25年の救急
出場件数は、16,514件で、前年比420件（2.6％）
増加し、過去最多件数となっています。
　また、種別では、急病が10,539件と
最も多く、全体の63.8％を占めています。

急病
10,539
63.8％

その他
596
3.6％

病院転送
1,633
9.9％

交通事故
1,456
8.8％

　一般負傷
2,290
13.9％

ガソリンの取扱いに注意してください！ガソリンの取扱いに注意してください！

特に、夏場は気温が上がってガソリンの蒸気圧が
高くなり、吹きこぼしが起きやすく大変危険です!
特に、夏場は気温が上がってガソリンの蒸気圧が
高くなり、吹きこぼしが起きやすく大変危険です!

○ガソリンとは
●極めて引火しやすい！！
●揮発しやすく、可燃性ガスが
　広がりやすい！
●静電気が蓄積しやすい！ 金属製容器 ポリタンク

○ガソリンを貯蔵する容器は ○ガソリン携行缶を
　取り扱うときは

危険！
●ガソリン携行缶は、直射日光の当た
る場所や高温の場所に置かないこと
●ガソリン携行缶を取り扱う場合は、
周囲の安全確認と発電機等のエンジ
ン停止を徹底すること
●ガソリン携行缶の蓋を開ける前に、
エア抜きを行うこと
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塩尻消防署に配置
□特徴
　車体の小型化により小回り性能が向上し、
地上高25ｍまでバスケットを伸張できます。
　また、地面より６ｍ下方に伸長することが
可能で、河川等での救助活動にも活用できま
す。

本郷消防署・明科消防署に配置
□特徴
　水600ℓを積載、圧縮空気泡を使用するこ
とで、少ない水量でも消火効力が向上し、初
期消火及び水損防止に有効です。
　CAFSとは、水、泡原液及び圧縮空気を、
連続的に混合して圧縮空気泡を放出する装置
です。当消防局では初めて導入する消防ポン
プ車です。

○屈折はしご付消防ポンプ自動車

○消防ポンプ自動車【圧縮空気泡消火装置（CAFS）搭載】

新型消防車両を導入



平成25年119番通報受付状況

春の火災予防運動

●救急当番医・災害情報を知りたいときは

●119番通報時のお願い

　平成25年の119番通報は23,127件（前年比429件増）で、
４年連続の増加となりました。
　この内、災害に直接関係のない通報は6,785件
（29％）でした。
　実際の災害通報に
支障がありますので、
救急当番医・災害情
報の問い合わせは、
ホームページやテレ
ホンガイド等をご利
用ください。

　３月１日から７日まで全国一斉の春の火災予防運動が実施されます。
　春先は空気が乾燥し風も強く、火災が発生しやすい季節で、昨年はこ
の時季、「たき火」「枯草焼き」による火災が多発しました。
　このような火災は、当たり前のことに注意することで、未然に
防ぐことができます。
　畦草焼きなどを行う時は、その場を離れないようにし、ジョウロ、
バケツ等で必ず、水を用意するとともに、風の強い時は絶対に行
わないでください。

救急
15,700

23,127件

災害以外
6,785

火災 179

その他
334

救助
129

119番通報の際に「近所に迷惑なのでサイレンは鳴ら
さないで来てください」とお願いされますが…　
緊急自動車は赤色灯を回転させサイレンを鳴らして走行する
ことが法律で義務付けられています。
安全に早く現場に到着するためにも、サイレンを止めるこ
とはできません。ご理解ご協力をお願いします。

電話から
　 0263-35-9111 →救急当番医、災害情報の案内
インターネットから
　 松本広域消防局 →救急当番医、災害情報の案内
　 ながの医療情報Net →緊急医をさがす→地区を選ぶ　
テレビから
　 NHK総合テレビ →リモコンのⓓボタンをプッシュ！
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